
2月11
オンライン（ZOOMウェビナー）

日
開催形式 定　員 先着500名

水・祝

シンポジスト

モデレーター

対　象 薬剤師、心理職、教諭、学生、一般の方（当事者・ご家族を含む）

お申込み

お問合せ

参加費

無料13:00 -14:30

2026年

オーバードーズから考える若者支援　
～「やめさせる」から「支える」へ～

オーバードーズ防止・回復支援 有志プロジェクトチーム
※本プロジェクトは、特定の団体・組織を代表するものではありません。

連絡先：od.prevention.care@gmail.com

WEBフォームよりお申し込みください。

公益財団法人日本健康アカデミー2025年健康知識・教育に係る公募助成シンポジウム

主催：オーバードーズ防止・回復支援 有志プロジェクトチーム

後援：一般社団法人千葉県薬剤師会・一般社団法人奈良県薬剤師会・川村学園女子大学

臨床医の立場から

 松本 俊彦
国立精神・神経医療研究センター
精神保健研究所薬物依存研究部部長

　市販薬の過量摂取（オーバードーズ）は、 「やめさせるべき行為」として語られることが多い一方

で、 現場では 「どう声をかければよいのか」 「どこにつなげればよいのか」 といった具体的な

悩みが生じています。

　本シンポジウムでは、医療・教育・心理・当事者支援など 異なる立場からの視点を持ち寄り、

「その場で、何ができるのか」を共に考えます。 事前に募集した質問をもとに、一方的な講演で

はなく対話を中心に進行します。

　なお、松本俊彦先生のご講演は YouTube等で事前に視聴することが可能です。可能であれば

事前にご覧いただいた上でご参加ください。 背景理解を前提に、 その先の「現場での行動」につ

いて深めていきます。

【事前質問を募集します】

・現場で困っていること

・当事者・家族としての不安

・「どう関わればいいか」分からないこと

・登壇者に聞いてみたいこと

WEBフォーム内に入力の上送信してください。

当日の話題の種とさせていただきます。

オーバードーズ経験者の立場から

 風間 暁
認定特定非営利活動法人ASK

社会対策部

スクールカウンセラーの立場から

 松岡 靖子
川村学園女子大学文学部心理学科准教授

公立学校スクールカウンセラー

学校薬剤師の立場から

 田原 宏一
奈良県薬剤師会学校薬剤師部会

副部会長

学校現場から

 芳賀 貴明
東京都北区立田端中学校

教諭

 安部 恵
日本大学薬学部薬剤師教育センター

准教授

どなたでも

参加可能です

申込期限　
2026年2月9日（月）　

（予定）


